
PSW1D
Premium Dual Monitor Stand

設置や組み立てを始める前に、すべての取扱説明書をご一読ください。
注意
・耐荷重を超える重量の製品を取り付けないでください。
・組み立て・設置は取扱説明書の指示に従い、適切な道具を使用の上で行ってください。
・組み立て・設置には付属のネジまたはモニターに付属のネジ、あるいは規格に適合したネジを使用し、固く締め過ぎないように注意してください。
・小さな部品がありますので誤飲にご注意ください。
・本製品は屋内使用を想定しています。屋外での使用は保証対象外となりますのでご注意ください。
重要
・組み立て・設置を始める前に、部品が全て同梱されているかご確認ください。

https://manuals.plus/m/9e4e244c89dd4711b3d6788ebf8c5195425ee1c10f8ca896f534e12e50f21c2a
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※取外したボルト(C1)とクランプ下部(C3)は使用しません。

※つまみを縦向きにするとロックが外れ、横向きにするとロックされます。

M-A M-B M-C M-D M-E M-F
PX222

PX248 Pro

PX248 Prime

PX248 Prime S
PX248 Prime Advanced

PX243

PX257 Prime
PX259 Prime
PX259 Prime S
PX273
PX273 Prime
PX274 Prime

PX277 Prime

PX278

PX279 Prime
PX275C Prime

PX277 Pro

PXC273S*
PXC277*
PXC277 Advanced*
PXC279*
PXC325
PXC327
PXC327 Advanced
PXC348C**

PX277 Prime Neo**

PX248 Wave*

PX277 OLED Max

PX278 Wave*

PXC243S

以下は、お使いのモニターに対応するVESAのネジ・ワッシャータイプを表しています。

※Pixio製ではないモニターをご利用の場合、VESA穴の深さを確認し、適切なサイズのネジをご使用ください。

* モニターに付属のVESA規格変換アダプターを併用ください。

** モニターに付属のスタンドオフをご利用ください。

アームA ×2本

六角レンチ(小) ×1本

アームB ×2本

クランプ ×1個

ブラケット ×2個

ボルトA ×1本

固定用プレート ×1個

スリット (×1)

六角レンチ(大) ×1本

天板にクランプを取り付けます。（取り付け可能な天板の厚さは10～45mmです）

クランプにアームBを取り付けます。

アームBにアームAを取り付けます。

ブラケット（D）をディスプレイの裏面に取り付けます。

アームAにブラケットを取り付け、アームA上部のロックを閉じます。

グロメット固定の場合

❷スリットを差し込みます。❶ クランプを広げて天板に差し込み、
クランプを締め付け固定します。

六角レンチ(大)

六角レンチ(大)

六角レンチ(大)

ボルトA

スリット

固定用プレート

クランプ

クランプ

スリット

六角レンチ(小)

アームA

六角レンチ(小)

アームB

❶ クランプを広げ、ボルトとクランプ下部を取外します。
　  

❷天板に穴を開けます。直径10mm～60mmまで対応可能です。

❸クランプを固定用プレートで固定し、スリットを差し込みます。

※天板の端から50mm以上離してください。　※上記範囲内の穴であれば、予め天板にあるケーブル孔などを利用することも可能です。

※取り付け可能なディスプレイの重量は9kgまでです。それ以外のディスプレイは絶対に取り付けないでください。

！注意：毛布などを下に敷き、ディスプレイへの傷や破損に十分ご注意ください。

！注意：ボルトが長すぎるとモニターを破損する可能性があります。また、短すぎるとモニターがしっかり固定できず落下する恐れがあります。



ケーブル受けにケーブルを通します。

※ケーブル受けは下向きに引っ張らず、スライドして外してください。

モニターアームAの裏側にあるネジは回さないでください。修復できない故障の原因となります。

付属のレンチでこのネジを回すことはできません。

モニターを装着した状態でアームのバランスをとるために、
六角レンチ(大)でスプリングの張力を調整します。

図のようにアームを水平にします。

アームが下がってきた場合は、調整ネジを反時計回りに

回して水平位置に調整してください。

アームが上がってきた場合は、調整ネジを時計回りに回

して水平位置に調整してください。

六角レンチ(大)

アーム各部の可動域や動きの固さを調整します。

六角レンチ(小) 六角レンチ(小)

❶アーム内側のリミッターネジを締めると、
アームは180°の範囲だけで稼働するようになります。

❷アーム内側のリミッターネジを緩める、
または外すと、アームは360°回転可能になります。

　　　    ディスプレイが希望の位置で止まら

ない場合は、図の位置のネジを締めてください。

六角レンチ(大)・(小)は、
スリットにしまって保存ください。


